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研究成果の概要（和文）： 

 福島第一原発事故を原因とする放射性物質の汚染は、「農」の本質的な破壊をもたらした。特
に、有機農家にとっては、生産者と消費者との関係の変化を見直しを迫られ、生産者と消費者
における「農」の違いというものを照射することとなった。「農」の問題は人が生きるというこ
と密接に関連しており、単なる食料生産に限定されない。放射線被曝下における植物工場は、
純粋な形の食糧生産システムとしての「農」の象徴である。このことは、対極となる倫理的実
践としての農ということがあぶり出されてくる。「すまう」「土地に根ざす」ということに重要
な本質がある。「農」は、生命倫理と環境倫理の統合という枠組みの中にとらえることが出来、
well-being 他者とともにすまうということにも関連している。3.11 以後の復興において、「農」
の営みが再考されている。遊び仕事も含めた非貨幣的な経済の存在の重要さが明らかになった。
福島における、「農」の「被害」もより広範な営みとして捕らえる視点が必要であり、｢農｣の本
質がここにあることが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The radioactive contamination originating in the Fukushima Daiichi nuclear power plant 
accident brought about agricultural fundamental destruction. It was pressed for 
reexamination of the relation between a producer and consumers especially for the organic 
farmer. Agriculture is closely related to ‘life’ in total, and is not limited to mere 
production of food. A plant factory is a symbol of the agriculture as a production-of-food 
system in that sense. The agriculture as ethical practice is in the opposite poles. It 
is important to inhabit or to dwell in the land. Agriculture is also integration of 
bioethics and environmental ethics. Agricultural subsistence is reconsidered after 3.11. 
It became clear that the importance of the non-money economy including minor subsistence. 
It is important to regard agriculture as more extensive perspectives.  
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１．研究開始当初の背景 
 ２１世紀になって、不確実性を前提とし、
徹底的に管理しない形で人間が自然とうま
く折り合えるようなあり方を模索すること
が必要になってきた。「農」の営みは、自然
を徹底的に支配する形ではなく、自然との相
互関係の中で動態的に捉えられるべきもの
であり、それは、まさに、人間の自然に対す
る働きかけのあり方について見直していく
重要な場でもあった。「農」の営みに注目す
ることは、現在の農業生産のあり方を問いな
おすだけでなく、そもそも、人間の自然との
関係のあり方の根本的なあり方にもつなが
る問題である。「農」の営みは自然的、社会
的、精神的な領域まで広がっており、そのた
めに、「農」という事象は、環境問題におけ
る、さまざまな問題が交差している、重要な
結節点となっている。 
 今まで「農」に関する哲学・倫理学的考察
は限定された形でしか論じられてこなかっ
た。「農」そのものの営みに関する哲学・倫
理学的な関心は低いままであった。欧米では
「農業環境倫理学」という領域があり、1988
年以来、ジャーナルまで出して今日まで続い
ているものの、その内容は、農業技術に関す
る倫理学と人間以外の動物との関係にかか
わる、生命倫理学、環境倫理学の領域の議論
に限定されてきた。このような中で、「農」
の営みの哲学的再評価がますます必要にな
ってきている。 
 
２．研究の目的 
 人間の自然に対する働きかけのひとつの
あり方として、「農」という営みに注目し、
それを社会的・精神的・環境的文脈の中に位
置づけ、そのあり方を「農」の哲学として構
築する。そのために、哲学、倫理学のみなら
ず、思想史、社会学、生態学、有機農業学な
ども含めた学際的な観点から検討する。新た
な「農」のあり方については、「農」の技術
論的な問題から、それが営まれる「農村」の
社会的なあり方、その営みの場である「農地」
の生態系の生物多様性保全に至るまでの幅
広い視野から、それらが密接に絡み合い、動
態的に関連しているその全体に位置づけ、展
望したい。これは、あるべき「農」の理念に
かかわる研究であり、「農」の倫理学の試み
でもある。それらを含めた「「農」の哲学」
を構築し、そのことの人類の将来にわたる意
味も展望する。 
 そのために、「農」の営みが持つ多様な側
面に注目し、そのような多様な視点から統合
的に捉えられる「農」のあり方の理念につい
て考察を行い、そこから「農」の哲学を構築
したい。 
 「農」の哲学は、それ自体で自足的に存立
するのではなく、固定的な形でスタティック

にある形を持ったものとしてあるものでは
なく、絶えず揺れ動き、さまざまな文脈の社
会的、政治的なあり方の中でダイナミックに
動いているが、しかも、そこに何らかの普遍
性があるものとして提示されるのではない
だろうか。そのような構造的なあり方に関し
ても明らかにしていきたい。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、農業、食、環境にかかわる哲
学・倫理学を専門とする研究者に加えて、農
村にかかわる社会学者、農地の自然的特質の
みならず、農村における人間の精神的なかか
わりとの関係にも深い洞察をしている農生
態学者なども含め、「農」の基本的な領域で
ある、農村社会、農地、「農」にかかわる技
術的、自然的、社会的精神的なかかわりにか
かわる領域をも対象として含めた。有機農業
も、現在では、安全性に限定することなく、
農生態系との関係、農作業における社会的、
精神的なあり方のサポート、消費者や一般市
民とのかかわりといった観点から、歴史的に
問いなおされており、そのことは、「農」の
営みの全体としてのあり方について、有機農
業がモデル的な形を提示しているともいえ
る。そのため、有機農業を哲学的に考察する
ことが重要なステップになる。 
 一方、平成 23年 3月 11日の東日本大震災
とそれに伴う福島原発事故は、「農」という
営みの根本に大きな問題提起をしたと言え
る。地震と津波の自然災害に関しては、今ま
で多くの自然災害の中で「農」という営みを
維持してきたあり方が問われており、江戸期
の篤農家の思想と実践は今改めて注目する
必要がある。一方、福島原発事故という大規
模な放射性物質汚染を引き起こした大惨事
は、大地で耕し続けることの意味、生産者と
消費者の流通の問題、大地から切り離された
野菜工場の検討など、これからの「農」のあ
り方の根本が問われることとなった。 
 そのため、当初の有機農業のあり方、農生
態系の生物多様性の意味などの検討から始
まり、福島原発事故に伴う問題を重点的に調
査を行うこととなった。そのことにより、「農」
のあり方に関してより深化した考察をして
いくこととなった。 
 
４．研究成果 
 福島第一原発事故を原因とする放射性物
質の汚染は、福島県の農業地域や阿武隈山系
の山林や中山間地区を中心に、「農」の基本
である地に足を付けて生きることの営みそ
のものを破壊し、「農」というものを根本的
に問いなおさざるを得ない状況に至ってい
る。その「農」の被害は、狭い意味での産業
としての「農」に留まらず、マイナーサブシ
ンスンスも含めた生活全般に至っている。ま



さに「農」ということが何であるのかという
ことを逆照射することともなった。原発被害
に伴う避難者調査、二本松市東和町を中心と
した、福島周辺の有機農家、阿武隈山系での
マイナーサブシンスンスなどの人の営み、放
射能汚染以後の消費者との関係と、福島の復
興計画に登場するほどの注目を集めている
野菜工場の哲学的考察も行った。放射性物質
の中濃度汚染地域で、避難するかそこに留ま
って「農」を続けるかという選択は「農」の
本質にかかわる問題であり、福島原発事故以
後の生産者と消費者との関係の変化は、生産
者と消費者における有機農産物の意味の違
いを照射することとなった。 
 議論し解明されたことは、まだ時間の中で
流動的な状況であるが、その時々の考察の重
要さを考え、『研究成果報告』を web で適宜
公開すると同時に、2012 年 9 月には中間報告
書であるエッセィ集を webで公開した。また、
今までの研究の成果をまとめて最終報告書
を作成して出版する予定で検討を重ね、現在、
報告書として印刷中である。 
 研究成果のいくつかの論点を提示する。 
 まず、「農」の問題は人が生きるというこ
と密接に関連しており、単なる食料生産に限
定されない。逆に、放射線被曝下において、
植物工場が構想されることは，問題を純粋な
形の食糧生産システムとしての「農」をとら
えていることになり、対極となる倫理的実践
としての農ということがあぶり出されてく
る。「すまう」「土地に根ざす」ということに
重要な本質がある。また、「農」は、生命倫
理と環境倫理の統合という枠組みの中にと
らえることが出来、well-being 他者とともに
すまうということにも関連している。その意
味で福祉という枠組みとの関連がある。 
 3.11の復興の問題において、拠点開発的な
産業復興が主体となり、人の視点、コミュニ
ティの視点からの全体の枠組みが構想され
ていないこととも関連がある。特に東北の被
災地においては、「農」ということも、遊び
仕事も含めた形でより広くとらえる必要が
あり、非貨幣的な経済の存在が重要である。
福島における、「農」の「被害」の実態もそ
こにある。「除染」などによって農作物に放
射性物質を移行させないような試みがなさ
れているが、「農」の営みが、単に出荷する
農作物が安全であればいいということでは
なく、わらの利用も含めたより広範な営みと
して捕らえる視点が必要である。現在を捉え
る哲学の根本的な問題の本質がまさにここ
にあることが明らかになった。 
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